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Ⅰ 点検・評価の概要  

 

ⅰ 点検・評価の実施について 

 平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、

すべての教育委員会においては、その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点

検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに

公表することが義務付けられた。 

 また、点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験者を有する者の知見の

活用を図るものとされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抄） 
 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 
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 ⅱ 府中市教育委員会における点検・評価の取組について 

 

１ 事務事業評価とは 

  事務事業評価は、事業を実施している所管課が事務事業の現状を把握し、認識し

た上で、目的を達成するために解決すべき課題を発見し、具体的な改善につなげて

いく取組です。 

  その目的は、これまで「計画し、予算を確保し、事業を執行する」ことで終わり、

「執行した結果を評価し、次の計画に反映させる」ことがおろそかになりがちであ

った行政のサイクルに評価を導入し、ＰＤＣＡ（Ｐｌａｎ計画－Ｄｏ実施－Ｃｈｅ

ｃｋ評価－Ａｃｔｉｏｎ改善）という経営のマネジメントサイクルを確立すること

により、計画の有効性と実施の効率性の向上を図ることにある。 

  事務事業評価制度を導入することにより、事業所管課が事業の成果を組織的、定

期的及び客観的に見直し、データに基づく改革・改善を行いやすくなるという効果

が期待できる。 

 

①目的・目標の設定            ②事業執行 

    

    

 

 

 

⑤継続的な改善    

 

 

 

 

 

④見直し方針の決定         ③目標達成状況分析・評価 

 

２ 制度導入の目的 

(1) 成果重視の行政運営 

成果重視を基本に事業を必要性、有効性及び効率性などの観点から評価を行

い、効果的な行政運営を進める。 

(2) マネジメントサイクルの確立 

教育に係る実施計画等に基づいて事業を実施するだけでなく、評価、検証し、

改善を行うことによって事業の効果を高める、いわゆるマネジメントサイクル

（Ｐｌａｎ計画－Ｄｏ実施－Ｃｈｅｃｋ評価－Ａｃｔｉｏｎ改善）を確立し、

Ｄｏ 

実 施 
Plan 

計画・予算編成 

Check 

評 価 
Action 

見直し・改善 

PDCA サイクル 
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限られた財源や人員の有効活用を図る。また、これにより、職員の意識改革に

努める。 

(3) 市民に対する説明責任の向上 

事業の評価結果を市民に公表することにより、行政の透明性を高め、説明責

任の向上を図る。 

３ 点検・評価の対象となる事業 

第３次府中市長期総合計画『実施計画』中の事業で、教育委員会の主要な事務事

業を点検・評価の対象とする。 

４ 対象となる期間 

平成２１年度とする。 

５ 点検・評価の実施方法 

(1) 教育委員会における点検・評価 

事務事業の担当課が自己評価する１次評価と教育委員会全体として総合的に評

価する２次評価の２段階で実施する。 

(2) 学識経験を有する者の知見の活用 

評価の客観性を確保するため、外部の有識者による評価を行う。 

【 学識経験を有する者 】 

桒田 三郎  府中市ＰＴＡ連合会会長 

６ 評価方法 

  事務事業の執行結果について、活動指標、成果指標、事業コストを用いて「目的

妥当性」、「有効性」、「効率性」及び「公平性」の観点から評価を行い、今後の事務

事業の展開方向を判断する。 

７ 点検・評価結果の公表等 

  市教育委員会における点検・評価終了後、その結果を取りまとめた報告書を議会

へ提出するとともに、ホームページへ掲載する。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況  

 

 ⅰ 教育委員について 

本市教育委員会は、人格が高潔で教育、学術及び文化に関し識見を有するものの

うちから、市長が市議会の同意を得て任命した５人の教育委員により構成されてい

る。 

職  名 名  前 任    期 

委  員  長 脊尾 咲枝 平成２０年１２月１９日～平成２４年１２月１８日 

委員長職務代理 神田 純治 平成１９年 ７月 ３日～平成２３年 ７月 ２日 

委     員 板橋千代美 平成２０年１２月１９日～平成２４年１２月１８日 

委     員 田中 幸夫 平成２１年１０月 １日～平成２５年 ９月３０日 

教  育  長 高田 英弘 平成２１年 ４月 １日～平成２４年 ２月２９日 

（前 委 員 長） （中野 悦成） （平成１７年１０月１日～平成２１年９月３０日） 

 

 ⅱ 教育委員会の開催状況について 

 定例会、臨時会等平成２１年度における本市教育委員会の主な活動状況は、次の

とおりである。 

開催日 
出 席 

委員数 
件    名 

平成２１年 

４月２４日 
４人 

・教育財産の取得申出について 

・府中市学校給食センター運営協議会委員の任命に

ついて 

・府中市社会教育委員の委嘱について 

・府中市立図書館協議会委員の委嘱について 

・平成２２年度小中学校で使用する教科用図書の採

択に係る府中市教育委員会における採択基本方針

について 

平成２１年 

５月２２日 
５人 

・府中市立小中学校の管理及び学校教育法の実施に

関する規則の一部改正について 

・府中市公民館運営審議会委員の委嘱について 

・府中市一般職の職員の給与に関する条例の一部改

正について 

・平成２１年度府中市一般会計補正予算（第１号）

について 

（ただし、教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
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平成２１年 

６月 ５日 
５人 

・（仮称）府中市西部地区統合小・中学校建設工事

請負契約の締結について 

平成２１年 

６月２６日 
５人 

・府中市学校給食センター運営協議会委員の任命に

ついて 

・府中市社会教育委員の委嘱について 

・府中市就学指導委員会規則の一部改正について 

平成２１年 

７月３０日 
５人 

・府中市体育施設設置及び管理に関する条例施行規

則の一部改正について 

・府中市立第三中学校・明郷小学校の校名及び愛称

の候補の決定について 

・平成２２年度中学校で使用する教科用図書の採択

について 

平成２１年 

８月１８日 
４人 

・平成２２年度使用教科用図書のうち特別支援学級

において使用する教科用図書の採択について 

平成２１年 

８月２８日 
５人 

・府中市立学校設置条例の一部改正について 

・府中市学校給食センター設置条例施行規則の一部

改正について 

・平成２１年度府中市一般会計補正予算（第３号）

について 

（ただし、教育委員会の所掌に係るものに限る。） 

・府中市文化財保護審議委員会委員の委嘱について 

平成２１年 

９月２５日 
４人 

・府中市学校給食センター運営協議会委員の任命に

ついて 

・府中市公民館運営審議会委員の委嘱について 

平成２１年 

１０月 １日 
４人 ・府中市教育委員会委員長の選挙について 

平成２１年 

１１月２４日 
５人 

・府中市放課後児童クラブ条例の一部改正について 

・府中市一般職の職員の給与に関する条例の一部改

正について 

・平成２１年度府中市一般会計補正予算（第４号）

について 

（ただし、教育委員会の所掌に係るものに限る。） 

・府中明郷学園の校章の決定について 

平成２１年 

１２月１４日 
５人 

・平成２２年度使用教科用図書のうち特別支援学級

において使用する教科用図書の採択について 

平成２１年 

１２月１８日 
５人 ・教育財産の取得申出について 
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平成２２年 

２月２３日 
５人 

・府中市一般職の職員の給与に関する条例及び府中

市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

について 

・府中市学校給食センター設置条例の一部改正につ

いて 

・府中市公民館設置条例の一部改正について 

・府中市体育施設設置及び管理に関する条例の一部

改正について 

・平成２２年度府中市一般会計予算について 

（ただし、教育委員会の所掌に係るものに限る。 

・平成２１年度府中市一般会計補正予算（第５号）

について 

（ただし、教育委員会の所掌に係るものに限る。） 

・公職選挙法第１６１条第１項第１号に規定する府

中市の個人演説会等開催のために必要な設備の程

度等に関する規則の一部改正について 

・公職選挙法第１６１条第１項第１号に規定する府

中市の個人演説会等の施設の公営のために納付す

べき費用の額を定める規則の一部改正について 

・学校長の任免の内申について 

平成２２年 

３月１２日 
５人 ・学校長の任免の内申について 

平成２２年 

３月２６日 
５人 

・府中市公民館長の任命について 

・府中市体育指導委員の委嘱について 

・府中市教育委員会事務局事務分掌規則の一部改正

について 

・府中市教育委員会職名規則の一部改正について 

・府中市教育委員会外国青年就業規則の一部改正に

ついて 

・府中市立小学校及び中学校区域に関する規則の一

部改正について 

・府中市立小中学校の管理及び学校教育法の実施に

関する規則の一部改正について 

・府中市放課後児童クラブ条例施行規則の一部改正

について 

・部課長等の任免について 
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Ⅲ 事務事業の点検・評価の結果  

[結果一覧表] 

ⅰ 教委総務課関係 

事務事業名 １次評価 ２次評価 備考 

通学バス運行業務委託事業 事業改善 事業改善  

第三中学校・明郷小学校整備事業 事業改善 事業改善  

上下北・上下南小学校給食用プラットホ

ーム増築事業 

その他 

（事業完了） 

その他 

（事業完了） 

 

備後国府跡確認・整備・活用事業 現状維持 目的絞込  

旧上下支所整備事業 現状維持 現状維持  

 

ⅱ 学校教育課関係 

事務事業名 １次評価 ２次評価 備考 

外国語指導助手招致事業 その他（民間

委託） 

現状維持  

キャリア教育推進事業 事業改善 事業改善  

適応指導教室 現状維持 事業改善  

特別支援教育推進事業 現状維持 現状維持  

小中一貫教育研究大会開催 現状維持 現状維持  

小中一貫教育推進会議開催 現状維持 現状維持  

「かけ橋の日」推進事業 事業改善 

目的拡大 

事業改善  

小中学生の生活調べ 事業改善 事業改善  

小中一貫教育推進事業 現状維持 現状維持  

学校・図書館教育推進事業 現状維持 現状維持  

教職員研修の実施 現状維持 現状維持  

不審者情報等配信事業 現状維持 事業改善  

放課後児童クラブ推進事業 事業改善 事業改善  

 

ⅲ 生涯学習課関係 

事務事業名 １次評価 ２次評価 備考 

府中市文化センターや公民館を中心と

した芸術文化活動の振興 

事業改善 事業改善  
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広域イベントの開催 事業改善 事業改善  

文化やイベントに関する広報の充実 事業改善 事業改善  

事務事業名 １次評価 ２次評価 備考 

府中市生涯学習まちづくり出前講座 事業改善 事業改善  

府中市生涯学習センター活用推進事業 事業改善 事業改善  

久佐公民館整備事業 その他 

（事業完了） 

その他 

（事業完了） 

 

地域の人材を生かした学習機会の充実 事業改善 事業改善  

スポーツグループ・スポーツリーダー育

成事業 

事業改善 事業改善  
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 通学バス運行業務委託事業  

 

１ 事業の概要 

  平成２１年４月、久佐小学校と諸田小学校を明郷小学校に、第四中学校を第三中

学校に統合した。また、平成２２年４月には、北小学校を明郷小学校に統合し、府

中明郷小学校・府中明郷中学校を開校する。これに伴い、統廃合した小・中学校の

児童・生徒の通学をスクールバスで対応する。さらに、路線バス等で通学していた

河佐地区の児童・生徒もスクールバス対応とする。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 学校統合に伴う児童・生徒 

(2) 目的 通学手段の確保 

(3) 手段 通学バス運行－旧久佐小、北小、旧四中 

      路線バス対応－旧諸田小 

(4) 今後の課題 通学バスの安全かつ効率的な運行と北小学校の平成２２年度運

行の実施 

(5) 事業費(人件費含む) ２４，２９３千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

通学バス運行便数 １,９４５便 明郷小・第三中への運行便数 

通学バス安全・確実輸送達成率 ９９.９％ 事故・大幅遅刻なく運行した便数の

割合 

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

  年度当初に一度だけ遅れたことがあり、運行業者・学校関係者により再発防止の

ためのチェック体制強化や緊急連絡網の整備を行ってきた。今後、一部の児童が登

校する休日の学校行事への対応を十分検討する必要がある。 

 

 

 

 ⅰ  教委総務課関係      
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 第三中学校・明郷小学校整備事業   

 

１ 事業の概要 

  第三中学校・明郷小学校の校舎改築、耐震補強、空調設備設置、プール建替えを

行い学園の充実を図る。完成後は、府中市で２番目となる小・中一体型の校舎とな

る。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 第三中学校・明郷小学校の校舎・プール 

(2) 目的 耐震性を確保し、教育環境の改善・充実を図る。 

(3) 手段 校舎の改築、改修、耐震改修、空調設備及びプール改築工事を行う。 

(4) 今後の課題 平成２１年夏休み中に行う予定だった明郷小学校耐震改修工事

が実施できず、平成２２年度へ繰り越しとなった。 

(5) 事業費(人件費含む) ４３７，８４９千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

中央棟(第三中学校校舎)改築面積 １,９７０㎡  

第三中学校プール改築水面積 ２８５㎡  

必要教室数の充足率 １００％ 小学校１９教室、中学校１３教室 

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

  中央棟（第三中学校校舎）の改築工事は、予定どおり順調に進んでいる。 

明郷小学校の耐震改修工事は、その遅れを取り戻すための手立てがほぼ整い、平

成２２年度で必ず実施できる目途がついた。 

 

 

 



１１ 

 上下北・上下南小学校給食用プラットホーム増築事業   

 

１ 事業の概要 

  上下北・上下南小学校は、その給食調理場がウェット方式であり、衛生面で課題

があったため、完全ドライ方式の給食センターからの給食供給となる。これに伴い、

給食配送車の受入れのためのプラットホームを新設する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 小学校児童 

(2) 目的 プラットホームを新設し、給食センターからの給食配送に対応する。 

(3) 手段 上下北・上下南小学校に、それぞれ給食配送車受け入れ用のプラット

ホームを新設する。 

(4)  事業費 １１，９５９千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

上下北小学校プラットホーム整備面積 １６０㎡  

上下南小学校プラットホーム整備面積 ８７㎡  

 

４ 評価結果指摘事項 

（その他(事業完了)） 

  事業が完了し、平成２１年９月から市内の小・中学校全校の給食がセンター方式

となった。 

 

 



１２ 

 備後国府跡確認・整備・活用事業   

 

１ 事業の概要 

  備後国府跡を中心とした府中市の埋蔵文化財の発掘調査、整理作業、出土品の収

蔵・展示及び普及・研究活動を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 市民の文化的環境の向上を目指し、郷土の誇りと愛着が持てるように

する。 

(3) 手段 遺跡の発掘調査、現地見学会・説明会、学習会、研究会などを行う。 

(4) 今後の課題 

 ア 備後国府跡の発掘調査を進め、国庁などの中心施設を検出して国指定史跡を

目指す。 

 イ (仮称)埋蔵文化財センターを整備し、調査成果の活用を図る。 

(5) 事業費(人件費含む) １７，３４４千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

試掘、確認調査の件数 ４件 備後国府跡を確認するために実施した

発掘調査の件数 

出土遺物のコンテナ数 １５０箱  

遺跡の現地見学会参加者数 １５０人  

 

４ 評価結果指摘事項 

（目的絞込） 

  備後国府跡と推定される地域は家が建て込んでおり、今後、発掘可能な場所を確

保するために、家の建て替え等に係る細かな不動産情報の入手に努める必要がある。 

また、これまでの調査結果を基に備後国府中心域である国庁（政庁）のある区域

の絞り込み作業を行い、今後の発掘等の方向性を示す計画を作成すること。 

 

 



１３ 

 旧上下支所整備事業   

 

１ 事業の概要 

  歴史的資源である上下代官所跡について、発掘調査により保存状況を確認し、史

跡公園として整備する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 市民の文化的環境の向上を目指し、郷土の誇りと愛着が持てるように

する。 

(3) 手段 上下代官所跡の確認調査及び現地見学会を平成２１年度広島県緊急雇

用対策基金事業を利用して行う。 

(4) 今後の課題 

 ア 旧上下支所建物の撤去に係る工事・工法について、広島県教育委員会との協

議が必要 

 イ 遺跡公園の設計について、広島県教育委員会との協議と許可申請が必要 

 ウ 関連施策として、町並み保存事業との連携が必要 

(5) 事業費(人件費含む) ４，７８７千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

確認調査の面積 ６５㎡ 上下代官所跡の遺構を確認するために

実施した調査の面積 

出土遺物のコンテナ数 ２０箱 遺跡の実態を復元するため、出土した

遺物の数量 

遺跡の現地見学会参加者数 ８０人  

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

  史跡公園として整備するにはまだ長い道のりであるが、当面、国や県の事業の活

用を図りながら、地道な確認調査等を行っていく必要がある。 

 

 

 



１４ 

 

 

 

 外国語指導助手招致事業   

 

１ 事業の概要 

  ネイティブスピーカーによる生きた英語に触れることにより、確かな英語力と国

際理解を深める。 

また、コミュニケーション能力を養い、豊かな心を育て、国際社会に的確かつ敏

感に対応できる人材を育成する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内小中学校の児童・生徒 

(2) 目的 英語に対しての親しみを持ち、そこから異文化理解、国際交流に役立

てる。 

(3) 手段 定期的にＡＬＴ（外国語指導助手）が学校を訪問し、授業等により児

童生徒とのコミュニケーションをとり、身近に外国語に親しみ、国際理

解能力を育てる。 

 

(4) 事業費(人件費含む) １５，２９１千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

外国語指導助手の中学校への

配置 

４校 

１，１２０人 

外国語授業の補助を行った校数 

その生徒数 

外国語指導助手の小学校への

配置 

８校 

２，２６２人 

外国語授業の補助を行った校数 

その児童数 

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

  内容的には現状でよい。ただ、適切な人材の確保を図ることが必要である。 

 

 ⅱ 学校教育課関係   



１５ 

 キャリア教育推進事業   

 

１ 事業の概要 

  地域の教育力を最大限に活用し、中学２年生が５日間の職場体験学習等を通して、

キャリア教育の推進を図る。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内の中学２年生全員 

(2) 目的 生涯のテーマ（目標、夢、希望）を見つけること及び社会的・職業的

自立に向け、必要な能力（意思決定能力・人間関係形成能力・将来設計

能力・情報活用能力）を育てること。 

(3) 手段 日々の教育活動と職場体験学習を主とした取組（オリエンテーション、

事前指導、職場体験学習、事後指導等）を結びつけた学習プログラムを

作成し、キャリア教育を推進する。 

 

(4) 事業費(人件費含む) １，３２９千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

受入事業所の数 １３４件  

実態調査の実施 ３３９人 事前・事後のアンケート調査の実施対象者数 

将来に対する展望 ５９％ アンケートの「将来の夢や目標は、かなうと思います

か」という設問に肯定的な回答をした生徒の割合 

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

  職場体験学習を単なる体験活動に終わらせるのではなく、キャリア教育全般のね

らいを明らかにし指導に生かす。基本的なマナー等は、学校で指導しきる。さらに、

事業所には丁寧な対応をするよう指導する必要がある。 

  また、生徒にとっては新鮮であるが、取り巻く指導者にマンネリ感があるのでは

ないか。 

 



１６ 

 適応指導教室   

 

１ 事業の概要 

  市内の小中学校に在籍している不登校児童生徒等の、社会的自立や学校復帰を支

援するため、経験豊富な専門の教育相談員が相談等に応じる。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内小中学生とその保護者及び教職員 

(2) 目的 市内の小中学校に在籍している不登校児童生徒等の、社会的自立や学

校復帰を支援する。 

(3) 手段 不登校児童生徒やその保護者及び不登校児童生徒が在籍する学校関係

者の相談に応じる。また、心の悩みや不安があって、学校へ行けない児

童生徒に居場所を提供し、指導・支援を行う。 

(4) 事業費(人件費含む)  ５，７９３千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

相談員数 ２人  

指導員数 ２人 適応指導教室 

相談延べ人数 ３６２人  

適応指導教室入室者 ３人  

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

  指導員等を積極的に活用する必要がある。学校への関わりをもっと積極的に行い、

そのノウハウを生かすことを考えること。 

 



１７ 

 特別支援教育推進事業   

 

１ 事業の概要 

  障害のある児童生徒の自立と社会参加を進める観点から、学校において個々の児

童生徒の教育的ニーズに応じた指導及び一貫した支援を推進していく。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 障害のある児童生徒 

(2) 目的 学校教育法施行令第２２条の３及び平成１４年５月２７日文部科学省

通知に則った適正な就学指導 

個々の児童生徒の教育的ニーズに応じた指導と支援の徹底 

(3) 手段 個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成を基にした取組、特別

支援教育支援員の配置に必要となる経費に係る地方財政措置の活用を

図る。 

(4) 今後の課題 個々の教育的ニーズに応じた特別支援教育を進めることが必要

である。そのためにも個別の指導計画の作成が必要である。また、適正

な就学指導が引き続き必要である。 

(5) 事業費(人件費含む) ３２２千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

巡回相談の回数 ２３回 発達障害を持つ児童生徒の適切な指導を

するための巡回相談の回数 

巡回相談の回数増加（達成率） １００％ 対前年比 

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

  今後も相談員に専門の医師等をお願いするなどし、継続して行う必要がある。 

 



１８ 

 小中一貫教育研究大会開催   

 

１ 事業の概要 

  小中一貫教育の取組について、当該学園の授業を公開するとともに、全学園の取

組を発表・協議する場を設け、広く内外に真価を問う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 教育関係者、保護者及び市民 

(2) 目的 小中一貫教育に係る研究推進について交流することにより、研究成果

を普及させ、その充実と発展を図る。また、小中一貫教育について広く

市民に知らせる。 

(3) 手段  

ア 小中一貫教育における授業等の公開 

イ 市内各中学校区の研究発表 

ウ 研究者による指導講和等 

(4) 今後の課題 

ア 指導方法の工夫･改善を通して、授業内容の一層の充実を図る。 

イ 全学園の取組の充実を図り、市全体の実践研究の積上げ 

ウ 平成２３年度を見据えた取組の充実 

(5) 事業費(人件費含む)  １，７８９千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

参加者数（教職員・行政・一般） ３６７人  

市外参加者 ６２人  

市内一般参加者 ７２人 保護者、市民など 

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

  小中一貫教育研究大会を開催する学校に費用面での負担が多いため、予算化する

必要がある。 

 



１９ 

 小中一貫教育推進会議開催   

 

１ 事業の概要 

  平成２０年度から事業名を府中市小中一貫教育推進会議に改めた。 

市全体の小中一貫教育を推進するため、大学関係者（２名）と小中学校（１７名）

の教職員等で組織する会議。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内小中学校教職員 

(2) 目的 義務教育の質の向上並びに各校、各学園における授業改善及び授業力

の向上を図る。 

(3) 手段  

ア 大学関係者を招き、一貫教育推進に係る進捗状況の分析・評価及び授業評

価・授業改善について助言してもらう。 

イ 授業参観し、その内容について協議・検討する。 

(4) 今後の課題 

ア 協議した内容及び授業改善等を定着させる。 

イ 平成２３年度を見据えた取組の充実 

(5) 事業費(人件費含む)  ２，０３９千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

実施回数 ３回  

学力指標 プラス ２．３    

ポイント 

頑張る地方応援プログラム広島県基礎・基本

定着調査平均通過率との比較 

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

  引き続き授業力向上のため実施する必要がある。 

  小・中学校間での乗入れ授業をもう少し発展的に行い、平成２２年度から取り組

む｢プラス５プログラム｣の取組・検証について議論を行っていく必要がある。 

また、せっかくのいい取組であるので、多くのオブザーバーに見に来てもらえる

よう取組を広げていくことも必要である。 

 



２０ 

 かけ橋の日推進事業   

 

１ 事業の概要 

  小中学校の教職員が、相互に異校種へ乗り入れて研修を行い、児童生徒と一緒に

活動や授業を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内小中学校教職員 

(2) 目的 小中学校の教職員が、相互に異校種へ乗り入れて授業を行うことを通

して、児童生徒の実態や組織の違い等を理解し、義務教育９年間を見通

した小中一貫教育の充実を図る。 

(3) 手段  

ア 小(中)学校の全ての教職員が中(小)学校で年１回１日研修ができるよう

に努める。 

イ 研修は、乗入先校の勤務開始時刻から勤務終了時刻までの１日を基本とす

る。 

ウ 可能な限りティームティーチィングで授業へ参加し、児童生徒の状況を把

握する。 

エ 乗入授業を行った後、報告書を作成し提出する。 

(4) 今後の課題 

研修内容を学校全体のものとし、学校の取組へと広げる。 

(5) 事業費(人件費含む)  ６０ 千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

研修回数 １２４回 計画書ベース 

研修回数 １１０回 報告書 

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

  授業を見学するだけでなく、ティームティーチングなどで授業へ参加したり、児

童生徒と掃除やクラブなど共に活動する体験の場を増やし、理解を深めていくこと

が大事である。 

かけ橋の日が異校種の文化を体験するところから抜け切れていない。乗入授業を

行った教職員は、自校の取組に広げ、経験したことを反映させるための工夫が必要

である。 

 また、新鮮味を持たせ、目標を深めていくことが必要である。 

 



２１ 

 小・中学生の生活調べ   

 

１ 事業の概要 

  思春期が始まる小学４年生と中学１年生を対象に、家庭での生活についての調査

を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内小学４年生・中学１年生全員 

(2) 目的 子どもの心の変化や発達などの実態を把握し、適切な指導等に役立て

る。子どもたちの力を伸ばせるよう、家庭学習についての調査を行い、

家庭と連携した指導を行う。 

(3) 手段 「自尊感情」「自己効力感」「社会性」及び家庭学習に対する「積極的・

意識態度」「困惑感」についてアンケート調査を行い、福山大学心理学

科と共同で分析し、その結果を各校へ返す。 

(4) 事業費(人件費含む)  １，７９８千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

調査対象者数 ７５３人 年２回（５月・１１月）に実施 

調査結果（自尊感情） ４３％ １回目より２回目の調査が上昇した児童生徒の

割合 

調査結果（自己効力感） ６０％ １回目より２回目の調査が上昇した児童生徒の

割合 

調査結果（社会性） ５４％ １回目より２回目の調査が上昇した児童生徒の

割合 

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

 中学校において、積極的な生徒指導の必要性が言われている中、ピア・サポート・

トレーニング導入の必要性を全職員が認識し、生徒指導部を中心に担当職員を配置

させ、取り組むよう指導を行う必要がある。 

データの処理事務の集中化とデータの活用の拡大を図る必要がある。 

 



２２ 

 小中一貫教育推進事業   

 

１ 事業の概要 

  小中学校間の指導の継続や円滑な接続、教職員の児童生徒理解、生徒指導等の工

夫改善を進めるため、各中学校区に講師を派遣する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内各小中学校 

(2) 目的 小中学校間の指導の継続や円滑な接続、教職員の児童生徒理解、学習

指導、生徒指導等の工夫改善を進めるため研究及び実践を行い、もって

小中一貫教育等の推進を図る。 

(3) 手段 事業の趣旨に添う内容の研究及び実践を行う中学校区を研究指定中学

校区とする。本指定を希望する中学校区の中で指定した学校に、予算の

範囲内において、研究及び実践に必要な人的措置を行う。 

(4) 今後の課題 学力向上につながる効果的な活用と人材の確保 

平成２３年度を見据えた取組の充実 

(5) 事業費(人件費含む)  １２，２６４千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

小学校への乗入回数 ６８回 中学校区で計画している乗入回数(１週当たり) 

小学校への乗入回数 ９２８回 中学校区で１年間に乗り入れた回数 

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

 現行の臨時講師等の人的措置を継続し、かけ橋の日と組み合わせた学力向上のた

めの乗入れを考えていく必要がある。 

 



２３ 

 学校図書館教育推進事業   

 

１ 事業の概要 

  学校図書館図書の整備、学校図書館司書教諭の配置、読書活動の推進、学校図書

館等を活用した探究的学習を実施する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 学校図書館図書標準、学校図書館司書教諭、児童生徒 

(2) 目的 

ア 学校図書館図書標準の早期達成 

  イ １２学級以上の学校及びその他の学校における司書教諭の積極的な命課 

ウ いつでも児童生徒が本に手を伸ばすことのできる学校図書館づくり 

(3) 手段 

ア 「子どもの読書活動推進計画」の策定 

イ 新「学校図書館図書整備費」５カ年計画の活用 

ウ 総合的な学習の時間等の探究的学習の充実 

エ 朝読書の充実 

(4) 今後の課題 

子どもが本に手を伸ばす意欲の喚起と読書環境づくり 

(5) 事業費(人件費含む)  ３，２２０千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

学校図書館図書標準の

達成 

千円 

３，０７０ 

学校図書館図書の整備を図る際の、各校の学

級数規模に照らした目標設定冊数に到達させる

ための予算 

学校図書館図書標準の

達成（小学校） 

％ 

８７．５ 

学校図書館図書標準を達成している学校数が、

全学校数に占める割合 

学校図書館図書標準の

達成（中学校） 

％ 

５０．０ 

学校図書館図書標準を達成している学校数が、

全学校数に占める割合 

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

「確かな学力」をつけるためには、読書活動を通して子どもが言葉を学び、感性

を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身

につけていくことが不可欠であり、その環境整備のためにも引き続き学校図書館

の充実を図っていく必要がある。 



２４ 

 教職員研修の実施   

 

１ 事業の概要 

  市内の小中学校校長及び教職員の研修会を計画的に実施する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市内小中学校校長及び教職員 

(2) 目的 

「元気いっぱいの府中っ子」を育てる教育の充実を図るために、校長を中心と

した学校体制の確立と学校力及び教師力の向上に努める。 

(3) 手段 

府中市小中学校校長研修会、教頭・事務長研修会、教務主任研修会、生徒指

導主事研修会、情報教育担当者会、特別支援教育担当者会等を開催する。 

(4) 今後の課題  

校長権限の確立の徹底と強化に向けた指導の充実及び学力向上に向けた授

業改善に係る研修の充実 

(5) 事業費(人件費含む)  ２，６１８千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

定期的な研修会の実施 ４５回 定期的、計画的に研修を実施した回数 

   

   

 

４ 評価結果指摘事項 

（現状維持） 

市内の専門性を持った教職員等を研修の講師に活用することにより、人材育成及

び指導力の向上がより期待できる。 

研修全体の回数は維持し、内容や質の面の向上を図っていく必要がある。 

 



２５ 

 不審者情報等配信事業   

 

１ 事業の概要 

  保護者をはじめ地域住民に不審者情報、学校行事等を携帯電話のメール機能を利

用し配信する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 保護者、希望する市民 

(2) 目的 

 不審者情報等を迅速かつ正確に保護者及び地域住民に配信し、子どもの安全

確保及び学校と地域のつながりを深め、学校と地域で協力し、安心・安全なま

ちづくりに取り組む。 

(3) 手段 

携帯電話のメール機能を利用し、希望者に不審者情報や学校行事案内を配信

する。 

(4) 今後の課題  

市民の個人情報を管理するため、情報の漏えい防止に努めなければならない。

また、迅速かつ正確な情報でなければならない。 

(5) 事業費(人件費含む)  ３９３千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

登録件数 約５０％ 保護者における登録数の割合 

登録件数の増加促進(達成率) 約２０％ 保護者における登録件数の増加率 

早期の情報提供達成率 １００％  

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

各課、各学校における情報発信をもっと積極的に行うこと。 

 



２６ 

 放課後児童クラブ推進事業   

 

１ 事業の概要 

  保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校１年生から３年生の児童に対し、

授業の終了後に学校等の空き教室を利用して、適切な遊び場及び生活の場を与えて、

その健全な育成を図る。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 

ア 小学校１年生から３年生までの児童で、保護者が利用を希望している者 

イ 保護者が労働等により昼間家庭にいない者 

ウ 保護者が就労証明書等を提出し、利用料を納付する者 

エ おおむね半年以上利用できる者 

(2) 目的 

 児童に対し、放課後施設を利用して、適切な遊びや生活の場を与え、その健

全な育成を図る。 

(3) 手段 

ア 放課後児童クラブ実施のため、指導員を置き、児童の健全育成を図るため

の指導員研修を充実するとともに、施設の安全管理を行う。 

イ 毎月保護者に利用料納付書を送付し、滞納があれば保護者に連絡を取る等

の対応をする。 

(4) 今後の課題  

ア 保護者及び児童の利用についてのルールの徹底 

イ 長期休業中及び土曜日の開設場所並びに指導員の確保 

ウ 環境整備(空調、テレビ等) 

(5) 事業費(人件費含む)  ２６，５７５千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明等 

利用児童数 ３５３人 放課後児童クラブ利用児童数 

開設日数 ２４０日 平成２２年度から２５０日を目標 

長期休業中時間延長実施クラブ ３クラブ 平成２２年度から全クラブで実施を目標 

 

４ 評価結果指摘事項 

（事業改善） 

平成２２年度から利用料を値上げし、開設日数及び一部開設時間の延長を行うこ

ととしている。放課後児童クラブの利用については、教育的な指導という面をもっ

と徹底する必要がある。 



２７ 

 

 

 

 府中市文化センターや公民館を中心とした芸術文化活動の振興   

 

 

１ 事業の概要 

  府中市美術展、広島県美術展、県民文化祭の開催や公民館主催の事業等を通し、

市民の芸術文化の振興を図る。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 市民の芸術文化の振興を図る。 

(3) 手段 府中市美術展、広島県美術展、県民文化祭の開催や公民館主催の事業

を行う。 

(4) 今後の課題 

   芸術文化の振興のため、幅広い市民層への拡大を図る。 

(5) 事業費(人件費含む) １，８２２千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

市美展、県美展等の開催日数 ２０日 延べ開催日数 

市美展、県美展等への参加者数 ３，２８１人 延べ参加者数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  市美展の出品数が部門（日本画、工芸）によっては減少がみられる。 

市美展、県美展などの出品数や参加者を増やしていくため、文化連盟、学校等と

の連携することなど、検討を行う必要がある。 

 

 

 ⅲ 生涯学習課関係   



２８ 

 広域イベントの開催   

 

 

１ 事業の概要 

  福山地方の芸術文化の振興を図るため、福山市、尾道市及び府中市による福山地

方文化のまちづくり事業実行委員会で、地域に根ざして活動している演奏家の音楽

の鑑賞を中心とした行事を開催する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 市民の音楽への関心を高める。 

(3) 手段 府中市文化センターを会場に、音楽演奏会を開催する。 

(4) 今後の課題 

   より多くの市民の参加を求めるため、広報を広く行う必要がある。また、平

成２０年度から市の負担金を廃止し、入場料を５００円徴収する方式に変更

したが、平成２２年度以降の開催内容についても検討が必要である。 

(5) 事業費(人件費含む) １２０千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

開催日数 １日 開催日数 

参加者数 ４００人 参加者数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  府中市としての負担は人件費を含めほとんどない中で、市民に一定レベルの音楽

を提供できる事業であり、継続する必要がある。また、チケットを自ら捌ける出演

者を選定するなど、今後運営面等について再度検討する必要がある。 

 



２９ 

 文化やイベントに関する広報の充実   

 

 

１ 事業の概要 

  イベントに関するポスター・チラシの掲示や広報による情報提供の促進を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 生涯学習の推進を図るため、広く市民に行事等の情報を提供する。 

(3) 手段 生涯学習フェスティバルやジュニアフェスティバル等をはじめとした

イベント等の情報を広く市民に提供するため、ポスター・チラシの掲示、

市広報による情報発信を行う。 

(4) 今後の課題 

   ホームページの積極的な活用を行う必要がある。 

(5) 事業費(人件費含む) １７２千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

広報紙等への掲載回数 ２５回 広報紙への延べ掲載回数、ポスタ

ー作成回数 

行事等への参加者数 １５,０００人 行事等への延べ参加者数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  ホームページが作成できる職員が限定されており、今後、作成できる職員の育成

が必要である。また、ホームページの内容の充実と更新期間の短縮も図る必要があ

る。 

 



３０ 

 府中市生涯学習まちづくり出前講座   

 

 

１ 事業の概要 

  市民と行政が一体となったまちづくりを進めていくため、学習の場を講座として

開設し、市職員が講師として出向く出前講座として実施する。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 市民に市政について理解していただき、市民と行政が一体となったま

ちづくりを進めていく。 

(3) 手段 市職員が講師として地域に出向き、講座を実施する。 

(4) 今後の課題 

   市民に広く活用してもらうため、積極的なＰＲや講座内容の見直しが必要で

ある。 

(5) 事業費(人件費含む) １８６千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

講座開設数 ４７回 講座の開設数 

講座受講者数 ５８５人 延べ講座受講者数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  平成１７年度の事業開始から数年が経過し、講座メニューのマンネリ化が進んで

おり、それが利用者減少の要因となっている。今後、市民のニーズ調査を行い、メ

ニューなどの見直しを図る必要がある。 

 



３１ 

 府中市生涯学習センター活用推進事業   

 

 

１ 事業の概要 

  生涯学習の振興を図るため、中核施設である生涯学習センターの主催講座の充実

及び利用の促進を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 市民に生涯学習センターの主催講座への参加や施設の利用をしてもら

うことにより、生涯学習の振興を図る。 

(3) 手段 生涯学習センターの講座の充実及び利用の促進を図る。 

(4) 今後の課題 

   限られた予算の中で良質な講師を選定し、講座を実施しているが、更なる講

座の充実が必要である。 

(5) 事業費(人件費含む) ２，５９１千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

主催講座開設数 １０２７回 講座の延べ開催数 

主催講座参加者数 １４，３５３人 講座への延べ参加者数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  平成２２年度に立ち上げる予定の人材バンク等を活用する中で、経費節減にもつ

ながる生涯学習ボランティアの育成・確保に努める必要がある。 

 



３２ 

 久佐公民館整備事業   

 

 

１ 事業の概要 

  元久佐小学校の跡地利用の中で、校舎の１階部分を久佐公民館として改修工事を

行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 元久佐小学校の校舎１階部分 

(2) 目的 久佐公民館として利用する。 

(3) 手段 元久佐小学校の校舎１階部分を久佐公民館として改修する。 

(4) 事業費(人件費含む) ２７，４７５千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

改修面積 ４９５．２８㎡ １階部分面積 

町民１人当たりの床面積 ０．５８㎡ ４９５．２８÷８４８人 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （その他（完了）） 

  平成２１年度事業完了 

 



３３ 

 地域の人材を生かした学習機会の充実   

 

 

１ 事業の概要 

  府中市子ども育成協議会、府中市ＰＴＡ連合会、府中市女性連合会等への指導や

支援を行い、地域のリーダーとして育成を図る。また、貴重な体験、豊かな知識及

び優れた技術等を有し、社会参加に意欲のある人材を登録し、その活用を図ること

により、府中市の生涯学習を促進することを目的に、府中市生涯学習支援人材バン

クを平成２２年度に設置するため、今年度その準備作業を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 社会教育団体の構成員、市民 

(2) 目的 地域のリーダーや生涯学習の指導者の育成を図り、生涯学習を促進す

る。 

(3) 手段 社会教育団体の指導や支援を行い、地域のリーダーの育成を図る。ま

た、生涯学習支援人材バンクを設置し、生涯学習促進の担い手を育成す

る。 

(4) 今後の課題 

   それぞれの団体が、構成員の高齢化や構成員数の減少等の悩みを抱えており、

団体の活性化が必要である。 

(5) 事業費(人件費含む) ８９９千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

社会教育団体への対応回数 ６０回 会議の開催数 

社会教育団体の活動回数 ５０回 団体活動回数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  今後、社会教育団体が自主的運営ができるよう人材バンクなども活用し取り組む

必要がある。 

 



３４ 

 スポーツグループ・スポーツリーダー育成事業   

 

 

１ 事業の概要 

  生涯スポーツ活動の推進を図るため、グループやリーダーの育成が求められてお

り、講習会等の実施を行っていく。また、体育指導委員を通してグループリーダー

の育成を行う。 

 

２ 事業の内容 

(1) 対象 市民 

(2) 目的 スポーツ活動を行うグループやリーダーを育成する。 

(3) 手段 講習会等を実施することを通してグループやリーダーの育成を行う。 

(4) 今後の課題 

   講習会の充実や総合型地域スポーツクラブの開設を行う必要がある。 

(5) 事業費(人件費含む) ５７８千円 

 

３ 平成２１年度における取組状況 

指 標 名 実 績 指標名の説明 

講習会実施回数 １４回 体育指導委員・スポーツクラブ研修会 

参加者数 ８４人 体育指導委員研修会等参加者数 

 

４ 評価結果指摘事項 

 （事業改善） 

  総合型地域スポーツクラブ設立に向けて、今後、体育指導委員と連携を強化する

必要がある。 

 

 



３５ 

 

 

１ 教委総務課関係 

昨年度から始まった通学バス運行委託事業は、本人や保護者の負担を軽減すると

ともに、登下校時の児童・生徒の安全性の確保ができている。 

２ 学校教育課関係 

(1) 外国語指導助手招致事業は、国際理解や異文化を学ぶ点からも有効であり、

引き続き適切な人材確保が必要である。 

(2) キャリア教育推進事業を通して、多くの生徒が働くことの喜びや厳しさを学

び、社会人として必要な能力を取得するなどの成果を上げている。優秀な社会

人を育成するうえで有効である。  

(3) 不登校児童対策において、適応指導教室の意義は高く、更なる充実に向けて

取り組んでいただきたい。 

(4) 小中一貫教育は、先進地として他の地域からの注目度も高い。府中明郷学園

の開校で一体型校舎の学校が２校となるが、併用型、連携型校ともに変わらぬ

教育を受けられることが大事である。 

(5) 放課後児童クラブは、長期休暇中の時間延長や開設日数の増加などニーズに

応じた改善を望む。 

３ 生涯学習課関係 

生涯学習センターの活用の中から女子サッカーチーム等地域を代表するような

団体が出てきたことは評価できる。さらに市民ニーズに合った施設になるよう改善

を望む。 

 

 

 

 

 

 

府中市教育委員会では、本年度から事務事業評価制度を導入したが、評価の精度の

向上、市の実施計画や他のシステムとの連携など検討すべき課題がある。 

今後、これらの課題の検討を進めながら、事務事業の見直しを積極的に行い、効率

的・効果的な行政を推進していきたい。 

 

 ⅳ 外部有識者による評価   

 ⅴ まとめ   




